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①

④③

②

苓北中学校開校式

　

今
月
号
で
広
報
担
当
を
離
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
あ
っ
と
い
う
間
の
３
年
間

で
し
た
。
こ
の
間
、
町
民
皆
さ
ん
と
の
出

会
い
の
中
で
多
く
の
こ
と
を
体
験
し
、
学

ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
広
報
係
は

大
変
や
ろ
」
と
よ
く
周
り
か
ら
言
わ
れ
ま

し
た
。
確
か
に
大
変
で
し
た
が
、
そ
れ
以

上
に
得
る
も
の
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

皆
さ
ん
、
寄
稿
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
そ

し
て
、
私
の
つ
た
な
い
文
章
に
お
つ
き
あ

い
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

【
Ｙ
・
Ｍ
】

▼
入
庁
17
年
目
。
よ
わ
い
40
を
迎
え
る
節

目
の
年
に
広
報
担
当
と
な
り
、
役
場
に
入

っ
た
1
年
目
の
よ
う
な
あ
わ
た
だ
し
い
心

と
身
体
で
４
月
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
今

月
号
は
、
前
任
者
と
共
同
作
業
で
の
発
行

と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
前
任
者
で
あ

る
先
輩
に
対
し
感
謝
と
敬
意
を
表
し
ま

す
。
▼
基
本
を
大
事
に
し
、
こ
れ
ま
で
の

経
験
も
活
か
し
な
が
ら
、
か
つ
柔
軟
な
発

想
で
、
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
▼
何
を
や
る
に
も
身
体
が
資
本

だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
サ
ッ
カ

ー
な
ど
、
体
力
つ
く
り
も
怠
ら
ず
、
元
気

に
毎
日
毎
日
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
▼
ど
う
か
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
Ｈ
・
Ｍ
】

編
集
後
記

　３中学校統合により新設となった苓北中学校の開校式
が４月９日（木）、同校体育館で執り行われました。
　芦塚博昭教育長の開校宣言を受け、田嶋章二町長から
山本輝彦校長へ校旗が授与されました。同校長はあいさ
つのなかで、新校校訓「至誠・友愛・創造」を披露。新
しく生まれ変わった苓北中学校を皆で創っていく力強い
決意が感じられました。
　また式では、校章考案者の武田章さん、校歌作詞者の
下城公秀さん、校歌作曲者の辻田和利さんの３人に感謝
状が贈呈されました。開校式後には、第１回入学式が挙
行され７３人の生徒が新入学。全校生徒２０２人の新しい
スタートの日となりました。

① 田嶋町長から山本校長へ授与される校旗
② 高々と校旗を披露する苓北中学校の生徒
③④ 都呂 ・々坂瀬川方面からはスクールバスが運行

【今月の主な内容】【今月の主な内容】

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～７・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～７

予算書から見る
　　平成27年度のまちづくり
予算書から見る
　　平成27年度のまちづくり ほかほか

この春、
１年生デビュー！
この春、
１年生デビュー！
この春、
１年生デビュー！
この春、
１年生デビュー！

【関連は17ページ】【関連は17ページ】【関連は17ページ】

あぁ 新生の苓中を ともに創らんあぁ 新生の苓中を ともに創らん
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　本年度当初予算は３月の第２回苓北町議会定例会で可決されました。
　一般会計および特別会計の予算総額は７７億８，０３５万円。前年度当初予算に
比べて３億６０万円の減額となっています。また、一般会計のみの予算総額
は、４７億５，２００万円で前年度当初予算に比べて３億６，２００万円の減額となっ
ています。
　今月は、私たちの生活に直結する平成２７年度苓北町の予算を特集します。

　

苓
北
町
の
平
成
25
年
度
決
算
に
お
け
る
財

政
の
健
全
性
を
示
す
４
つ
の
健
全
化
判
断
比

率
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
判
断
基
準
を

下
回
っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
構
造
の
弾
力
性

を
示
す
経
常
収
支
比
率
は
、
少
し
上
昇
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
ひ
と
つ
に
、
町
税
の
落
ち

込
み
に
対
し
て
地
方
交
付
税
お
よ
び
臨
時
財

政
対
策
債
の
額
が
伸
び
な
か
っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
後
も
、
扶
助
費
な
ど
の
社
会
保

障
経
費
や
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、
特

別
会
計
へ
の
繰
出
金
な
ど
経
常
経
費
の
増
加

は
避
け
ら
れ
ず
、
長
期
的
に
見
て
も
経
常
経

費
が
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
で
す
。

　

本
年
度
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
町
の
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
、
九
州
電
力
苓
北
発

電
所
分
を
主
と
す
る
固
定
資
産
税
な
ど
が
約

８
千
万
円
程
度
減
収
す
る
見
込
み
で
す
。
ま

た
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
の
遅
れ
や
燃

料
費
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
経
営
状
況
が
続
く
九
州
電
力
な
ど
の

法
人
町
民
税（
法
人
税
割
）に
つ
い
て
も
、
前

年
度
同
様
見
込
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

  

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
国
の
交
付
税

総
額
が
前
年
度
か
ら
０
・１
兆
円
の
減
と
な

る
見
込
み
で
す
が
、
固
定
資
産
税
な
ど
約
８

千
万
円
程
度
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
本
町
で

は
、
普
通
交
付
税
に
お
い
て
は
前
年
度
の
交

付
額
か
ら
２
千
万
円
増
の
11
億
８
千
万
円
と

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
本
年
度
も
苓

北
町
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
今
後
進
め
る
主

要
施
策
や
具
体
的
な
数
値
に
よ
る
成
果
指
標

に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
る
と
と
も
に
、
行
財

政
改
革
を
更
に
推
進
し
、
健
全
な
財
政
運
営

の
体
系
を
作
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
町
税
の
減
収
や
地
方
交
付
税
の

伸
び
率
減
少
に
よ
り
歳
入
の
総
額
が
著
し
く

減
る
中
で
、
社
会
保
障
費
の
自
然
増
を
は
じ

め
、
道
路
や
橋
梁
の
維
持
改
良
、
公
共
施
設

の
設
備
更
新
と
い
っ
た
必
要
不
可
欠
な
社
会

資
本
整
備
な
ど
、
緊
急
性
の
高
い
問
題
に
対

応
す
べ
く
予
算
措
置
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
安
易
に
歳
出
削
減
を
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
難
し
い
予
算
編
成
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
と

も
に
各
種
事
業
ご
と
の
歳
出
全
般
に
わ
た
っ

て
経
費
の
見
直
し
を
行
い
、
事
業
実
施
の
可

否
を
含
め
て
精
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
「
安
心
し
て
住
め
る
町
」
「
い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
町
」
「
ふ
る
さ
と
と
呼

べ
る
町
」
に
加
え
、
政
府
が
進
め
る
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
的
確
に
対
応
し
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
地
域
で
住

み
よ
い
環
境
を
確
保
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
維
持
し
て
い
く
た
め

の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
を
第
一

と
し
て
、
次
の
７
つ
を
重
点
施
策
に
掲
げ
、

町
民
、
企
業
、
行
政
、
そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発

揮
で
き
る
協
働
の
町
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
す
る
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

①
地
域
に
お
け
る
魅
力
あ
る
多
様
な
就
業
機

　

会
の
創
出
に
つ
な
が
る
施
策

　

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
志
岐
漁

港
臨
港
道
路
整
備
を
進
め
、
町
の
自
然
財
産

で
あ
る
海
に
新
た
な
雇
用
の
場
を
創
出
す
る

た
め
、
資
源
管
理
型
漁
業
の
マ
グ
ロ
養
殖
企

業
の
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

  

ま
た
、
都
市
圏
の
多
く
の
介
護
施
設
待
機

者
を
地
方
へ
移
す
こ
と
（
ふ
る
さ
と
介
護
の

実
現
）
を
目
標
と
し
て
地
域
密
着
型
施
設
の

弾
力
的
運
用
や
必
要
な
用
地
の
確
保
な
ど
の

支
援
に
取
り
組
み
、
新
た
な
雇
用
の
場
の
創

出
に
努
め
る
と
と
も
に
町
の
福
祉
、
介
護
、

医
療
施
設
の
更
な
る
充
実
を
図
り
ま
す
。

②
地
域
社
会
を
担
う
個
性
豊
か
で
多
様
な
人

材
の
確
保
と
こ
れ
か
ら
の
人
材
を
育
て
る

施
策

　

魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る
に
あ
た
り

最
も
重
要
な
も
の
は
人
材
で
す
。
多
様
な
人

材
の
確
保
と
、
こ
れ
か
ら
の
人
材
を
育
て
る

教
育
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

　

特
に
教
育
に
お
い
て
は
、
ゆ
と
り
教
育
の

弊
害
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
学
力
低
下
が
問

題
視
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
打
開
す
べ
く
、
小
学

校
は
平
成
23
年
度
か
ら
、
中
学
校
は
平
成
24

年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
教
育

が
始
ま
り
、
学
力
に
つ
い
て
は
全
国
的
に
改

善
の
兆
し
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

  

一
方
、
教
育
現
場
で
は
、
い
じ
め
や
体
罰

と
い
っ
た
問
題
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
現
在

の
教
育
制
度
に
少
な
か
ら
ず
限
界
が
見
ら
れ

始
め
て
い
ま
す
。

  

基
礎
的
な
学
力
分
野
に
お
い
て
は
、
全
国

画
一
の
教
育
指
導
方
針
は
必
要
で
す
が
、
今

後
は
、
地
域
や
子
ど
も
た
ち
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
き
め
細
や
か
な
教
育
を
実
践
し
て
い
く

こ
と
が
何
よ
り
重
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

苓
北
町
で
は
、
県
内
で
も
先
ん
じ
て
取
り

組
み
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
学
校
支

援
地
域
本
部
事
業
を
本
年
度
も
継
続
し
て
実

施
し
、
地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど

も
の
教
育
に
取
り
組
む
ほ
か
、
情
報
通
信
技

術
を
活
用
し
た
教
育
支
援
事
業
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
支
援
事
業
）
を
含
め
、
「
苓
北
町
学
力
向

上
推
進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
く
実
践
事
項
推
進

の
た
め
の
研
究
指
定
の
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
教
師
一
人
ひ
と
り
の
教
育
力
向
上
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き

図
書
館
司
書
を
配
置
し
、
町
内
小
中
学
校
を

巡
回
し
て
子
ど
も
た
ち
の
読
書
力
向
上
の
た

め
指
導
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

③
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
施
策

　

平
成
25
年
度
の
国
の
経
済
対
策
に
よ
り
平

成
26
年
度
に
繰
り
越
し
て
整
備
を
行
っ
た
富

岡
城
関
連
施
設
、
特
に
交
流
人
口
の
拡
大
を

見
込
め
る
歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
は
、
展
示

品
な
ど
の
整
備
を
行
い
、
本
年
７
月
の
開
館

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

既
存
の
富
岡
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
と
併

せ
、
町
の
特
色
あ
る
歴
史
を
活
か
し
て
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
芝
生
化

し
た
坂
瀬
川
地
区
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
有
効

活
用
、
吟
詠
大
会
や
夕
や
け
マ
ラ
ソ
ン
な
ど

各
種
大
会
の
開
催
、
九
州
オ
ル
レ
（
天
草
・

苓
北
コ
ー
ス
）
の
普
及
活
動
な
ど
に
取
り
組

み
交
流
人
口
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

④
町
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
施
策

　

人
が
生
活
を
営
む
う
え
で
最
も
大
切
な
こ

と
は
健
康
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
民
一
人

ひ
と
り
が
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

医
療
費
や
介
護
関
連
事
業
費
の
抑
制
に
つ
な

が
り
、
ひ
い
て
は
財
政
健
全
化
の
一
助
に
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続
き
各
種
検

診
、
予
防
接
種
、
健
康
増
進
に
つ
な
が
る
予

算
を
計
上
し
、
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
や

食
生
活
改
善
推
進
員
と
連
携
し
て
、
運
動
と

食
生
活
改
善
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

⑤
町
内
産
業
の
支
援
・
育
成
に
つ
な
が
る
施

　

策

　

町
内
の
基
幹
産
業
は
農
業
、
林
業
、
漁
業

か
ら
な
る
１
次
産
業
で
す
。
こ
れ
を
し
っ
か

り
と
底
支
え
す
る
た
め
、
本
年
度
も
前
年
度

に
引
き
続
き
各
種
の
補
助
事
業
経
費
を
計
上

し
、
耕
作
・
栽
培
・
畜
産
な
ど
の
支
援
に
加

え
後
継
者
の
育
成
支
援
に
努
め
ま
す
。

  

ま
た
、
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
の
た
め
、

担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
や
荒
廃
を
防

止
す
る
た
め
の
対
策
を
行
う
ほ
か
、
特
産
品

の
開
発
、
販
路
拡
大
、
地
産
地
消
の
取
り
組

み
を
支
援
し
ま
す
。

⑥
防
災
・
減
災
対
策
な
ど
危
機
管
理
の
強
化

　

に
つ
な
が
る
施
策

　

苓
北
町
で
は
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
活

か
し
、
防
災
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
緊
急

防
災
・
減
災
事
業
を
活
用
し
て
、
拠
点
避
難

地
の
整
備
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
、
避

難
路
の
整
備
な
ど
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
も
引
き
続
き

志
岐
地
区
の
拠
点
避
難
地
整
備
を
繰
越
事
業

で
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
防
災
行
政
無
線
の
更
新
事
業
、

消
防
車
輌
お
よ
び
ポ
ン
プ
の
更
新
事
業
な

ど
、
よ
り
一
層
の
防
災
・
減
災
対
策
、
危
機

管
理
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

  

更
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、
各
行
政
区
が

主
体
と
な
っ
て
組
織
す
る
自
主
防
災
組
織
の

組
織
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

⑦
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
強
化
に
つ
な
が

　

る
施
策

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
、
日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
一
変

さ
せ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
機
器
・
設
備
の
導
入
や
開
発
が
急
速

に
進
め
ら
れ
る
一
因
と
な
り
ま
し
た
。

  

苓
北
町
に
お
い
て
も
小
中
学
校
な
ど
の
公

共
施
設
に
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
公
用
車
へ
の
導
入
、
消
耗
品

で
は
古
紙
再
生
紙
の
利
用
、
備
品
の
印
刷
機

器
な
ど
で
は
省
エ
ネ
製
品
を
導
入
す
る
な

ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
施
策
に

努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個
人
住
宅
へ
の
太

陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を
対
象
と
し
た
補
助

事
業
経
費
を
引
き
続
き
計
上
し
、
町
全
体
で

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

７つの重点施策を掲げ
安心していきいきと暮らせるまちづくり
７つの重点施策を掲げ
安心していきいきと暮らせるまちづくり

予算書から見る
平成27年度のまちづくり
予算書から見る
平成27年度のまちづくり

苓
北
町
の
財
政
状
況

本
年
度
の
財
政
見
通
し

本
年
度
の
重
点
施
策

本
年
度
の
予
算
編
成



　

皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
補
助

金
な
ど
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
よ
り
よ
く
す
る
た
め

に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
は
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
最
も
か
か
わ
り

の
深
い
一
般
会
計
予
算
を
中
心
に
、
グ
ラ
フ
や
図
を

使
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
町
民
税
や
固
定
資

産
税
な
ど
の
町
税
が
総
額
で
15
億
４
，０
２
７
万

円
。
前
年
度
比
で
７
，６
９
０
万
円
の
減
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
九
州
電
力
苓
北
発
電
所
分
を
主
と
す

る
固
定
資
産
税
と
法
人
町
民
税
（
法
人
税
割
）
が
減

額
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
町
の
財
政
力
に
応
じ
交
付
さ
れ
る
地
方
交

付
税
の
う
ち
普
通
交
付
税
は
、
前
年
度
交
付
額
を
勘

案
し
11
億
８
，０
０
０
万
円
を
計
上
。
ま
た
特
別
交

付
税
は
前
年
度
と
同
額
の
７
，０
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
財

政
負
担
を
考
慮
し
て
極
力
抑
制
に
努
め
、
事
業
を
厳

選
し
、
漁
村
再
生
交
付
金
事
業
、
港
整
備
交
付
金
事

業
、
道
路
事
業
、
国
県
道
整
備
事
業
負
担
金
、
富
岡

港
改
修
県
営
事
業
負
担
金
、
緊
急
防
災
・
減
災
事
業

（
防
災
無
線
更
新
事
業
、
消
防
車
輌
等
更
新
事
業
、

広
域
連
合
負
担
金
）、
歴
史
ま
ち
づ
く
り
事
業
に
必

要
な
額
を
充
当
す
る
た
め
２
億
４
，７
５
０
万
円
を

計
上
。ま
た
、
本
来
国
か
ら
支
払
わ
れ
る
べ
き
財
源

を
振
り
返
ら
れ
た
臨
時
財
政
対
策
債
（
※
１
）
と
合

わ
せ
、
前
年
度
比
１
億
５
，１
８
０
万
円
減
の
５
億

５
，７
５
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
に
見
る
と
、
物
件
費
の
う
ち
消
耗

品
費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
通
常
経
費
は
、
特
別
な
財

政
需
要
を
除
き
前
年
度
予
算
額
を
上
限
と
し
て
計
上

し
ま
し
た
。
町
で
は
、
用
紙
の
裏
面
利
用
や
空
調
の

温
度
設
定
、
休
憩
時
間
の
消
灯
な
ど
、
引
き
続
き
節

電
、
節
水
に
努
め
、
経
費
削
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

補
助
費
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
予
算
額
を
上
限
と

し
て
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
補
助
金
本
来
の
目
的

を
明
確
に
す
る
た
め
、
現
状
の
運
営
補
助
・
事
業
補

助
の
精
査
を
行
い
計
上
し
ま
し
た
。

　

普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投
資
的
経
費
は
、
一
般

財
源
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
な
か
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
を
構
築
す
る
た
め
に
は
、
歳
出
予
算
全
般
に

つ
い
て
歳
入
に
見
合
っ
た
規
模
と
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
原
則
と
し
て
苓
北
町
振
興
計
画
実
施
計
画
書

に
計
上
さ
れ
た
事
業
費
を
上
限
に
計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
出

歳
　
入

5

■ 目的別歳出の内訳

  総務費
6億9,509千円
（14.6%）

議会費
8,512万円
（1.8%）

   衛生費
6億398万円
 （12.7%）

　　民生費
13億3,998万円
　（28.2%）

予備費ほか
1,000万円（0.2%）

公債費
6億5,697万円
（13.8%）

災害復旧事業費
５万円（０.0%）
教育費
3億8,736万円
（8.2%）

消防費
2億5,849万円（5.5%）

土木費
2億1,006万円（4.4%）

商工費
1億1,398万円（2.4%）

農林水産業費
3億9,092万円（8.2%）

苓
北
町
の
予
算

苓
北
町
の
予
算

平成27年度

■町税
町民の皆さんから納めて
いただく税金や法人町民
税など

■財産収入
各種基金の利子、財産を
売り払う予定のお金

■繰入金
各種基金などから一般会
計へ繰り入れたお金

■諸収入
預金利子や町が融資した
貸付金の返済金など

■使用料・手数料
公共施設の使用料、住民
票などの交付手数料

■その他
繰越金や分担金負担金な
ど

■国庫支出金
事業を行うための国から
交付されるお金

■町債
事業を行うために町が借
り入れるお金

■地方交付税
国の所得税、法人税、酒
税などを一定割合で町の
財政規模に応じて一定の
基準に基づき国から交付
されるお金

■県支出金
事業を行うための県から
交付されるお金

■その他
地方譲与税や地方特例交
付金などの各種交付金な
ど

■人件費
町職員給与、町議会議
員・各種委員会報酬など

■扶助費
法令に基づき、被扶養者
に支出される経費、子ど
も手当、医療扶助など

■公債費
事業を行うために借り入
れたお金の償還金

■普通建設事業費
道路や漁港の整備、公共
施設などの建設に要する
お金（事業に従事する職
員の人件費含む）

■災害復旧事業費
公共土木施設および農業
用施設災害などの復旧の
ために要するお金

■物件費
消耗品、臨時職員賃金、
業務委託料など

■補助費等
各種団体や事業への補助
金、常備消防費など一部
事務組合への負担金

■積立金
各種基金へ積み立てるお
金

■繰出金
各種特別会計へ繰り出す
お金

■その他
維持補修費、町奨学金の
貸付金、予備費など

歳入総額

47億5,200万円

歳　　入
歳出総額

47億5,200万円

歳　　出

（※歳入凡例）（※歳出凡例）

町　　税 15億4,027万円（32.4％）人件費 8億9,623万円（18.9％）

扶助費 8億4,279万円（17.7％）

公債費 6億5,697万円（13.8％）

普通建設事業費
4億2,518万円  （8.9％）

物件費 5億9,139万円（12.4％）

補助費等  5億3,134万円（11.2％）

繰出金 7億2,961万円（15.4％）

その他  7,844万円  （1.7％）

財産収入 3,208万円  （0.7％）

繰 入 金 2億5,145万円  （5.3％）

諸 収 入 3,832万円  （0.8％）

使用料及び手数料 5,349万円  （1.1％）

そ の 他 6,812万円  （1.5％）

国庫支出金  4億1,421万円  （8.7％）

災害復旧事業費 5万円  （0.0％）

その他 1億6,480万円  （3.5％）

地方交付税 12億5,000万円（26.3％）

町　　債 5億5,750万円  （11.7％）

県支出金  3億8,176万円  （8.0％）

自
主
財
源（
41・7
％
）

自
主
財
源（
41・7
％
）

そ
の
他
の
経
費（
40・7
％
）

そ
の
他
の
経
費（
40・7
％
）

義
務
的
経
費（
50・4
％
）

義
務
的
経
費（
50・4
％
）

依
存
財
源（
58・3
％
）

依
存
財
源（
58・3
％
）

※1  臨時財政対策債
　国から地方自治体に分配する地方
交付税が足りないため、不足分の一
部をとりあえず臨時財政対策債とし
て地方自治体に借金させて窮状をし
のぎ、借金の返済時に地方交付税と
して地方自治体に返すというもの。

※歳出の区分は、総務省地方財政状
況調査に準じて作成しています。

財政用語豆知識

投
資
的
経
費

　
（
8・9
％
）

投
資
的
経
費

　
（
8・9
％
）

予算書から見る
平成27年度のまちづくり
予算書から見る
平成27年度のまちづくり



予算書から見る
平成27年度のまちづくり
予算書から見る
平成27年度のまちづくり

50億

40億

60億

平成17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27
（年度）

67

120億

140億

112億703
113億３７１

112億8,292 115億9,545
119億5,551

111億3,375

75億9,694

41億729

１１１億８，３３8

100億

80億

60億

40億

20億

※単位：万円

平成21 23 24 2５ 2622 ３０ ３５ ４０（年度）

特別会計

一般会計

　本年度の当初予算額は、昨年度に比べ３
億６，２００万円減額しました。これは、普通
建設事業費の減少や、歳出全般について見
直しを行い、経費抑制に努めたことによる
ものです。

※単位：万円
　（　）は前年度との比較

53億6,300
（△3億3,300）

50億4,100
（△3億2,200）

48億5,000  
（△1億9,100）

49億700  
（5,700）

44億7,863  
（△4億2,837）

46億6,800  
（1億8,937）

47億578  
（3,778） 44億9,960

（△100）

45億60  
（△2億518）

51億1,400 
（6億1,440）

■一般会計当初予算の推移

　右の図は平成４０年までの起債（借金）残
高を５年ごとに予測したものです。なおこ
の予測には、現時点で今後借入が予想され
る起債の借り入れ分の償還も含めて、残高
の予測を表しています（※今後の借入予定
分は固定利率３％の元利均等払いで試算）。
　町では、健全な財政運営を維持するため
に今後も、計画的な起債残高の圧縮に努め
ます。

■町債残高の予測

平成27年度予算（一般会計）を

町民一人あたりにすると・・

平成26年度

６４５，４６２円

平成27年度 ６09，856円

注）平成27年３月31日現在の住民基本台帳人口
　　7,792人で算出しています

注）平成26年３月31日現在の人口、
　  7,923人で算出しています

平成
26年度

総務費
93,966円
（14.6%）

公債費
79,676円
（12.3%）

民生費
171,535円
（26.6%）

衛生費
77,895円
（12.1%）

商工費
15,548円
（2.4%）

消防費
52,529円
（8.1%）

予備費ほか
1,262円（0.2%）

災害復旧事業費
6円（0.0％）

教育費
60,683円（9.4%）

土木費
25,094円
（3.9%）

農林水産業費
56,785円（8.8%）

議会費
10,483円
（1.6%）

水　　道

2億7,809万円歳入歳出
総　　額

【9,461万円（34.0％）】

　生活用水の安定供給に必要
な費用を計上。

下 水 道

3億5,233万円歳入歳出
総　　額

【2億4,159万円（68.6％）】

国民健康保険

12億5,786万円歳入歳出
総　　額

【6,721万円（5.3％）】

　「特定健康診査・特定保健指
導」の実施に伴い、
本年度も生活習慣
病予防のため必
要経費を計上。

宅地造成事業

742万円歳入歳出
総　　額

【16万円（2.2％）】

　宅地の販売促進事業を実施。

坂瀬川財産区

1,567万円歳入歳出
総　　額

【一般会計からの繰入金なし】

　坂瀬川地区の山間部に分収育
林のほか約100㌶の山林を保有
し、適正な維持
管理を実施。

都呂々財産区

4,374万円歳入歳出
総　　額

【一般会計からの繰入金なし】

　都呂々地区内に約500㌶の
山林などを保有し、適正な維
持管理を実施。

特別会計の使い道 【　　】は一般会計からの繰入金
（繰入金の占める割合）

　特別会計とは、特定の収入をもって特定の支出にあてるような事業に
ついて、その収支を明確にするために一般会計と区別して設けられるも
のをいいます。
　皆さんの掛け金や使用料などで運営される特別会計には、１０の会計
があり、それぞれ独立採算を原則に運営されています。水道など適正な
施設の使用や、国民健康保険など一人ひとりの健康に対する心がけが、
健全な財政運営につながります。

介護保険

 8億9,768万円歳入歳出
総　　額

【1億2,594万円（14.0％）】

　介護保険給付費のほか、介護
予防事業、包括的支援
事業、地域支援
事業費などに
かかる経費を
計上。

農業集落排水

1,717万円歳入歳出
総　　額

【1,449万円（84.4％）】

　坂瀬川の鶴、木場地区のし尿
や生活雑排水を処理していま
す。

後期高齢者医療

1億1,036万円歳入歳出
総　　額

【4,012万円（36.4％）】

　医療費給付のための後期高齢
者医療広域連合への納付金な
ど、法律に基づいて必要経費を
計上。

特定地域生活排水

4,803万円歳入歳出
総　　額

【2,696万円（56.1％）】

　町内では、公共下水道、農業
集落排水整備区域外の
地域で合併浄化槽
を整備。

　富岡浄化センター維持管理業
務委託料などを計上。

平成
27年度

総務費
89,206円
（14.6%）

公債費
84,313円
（13.8%）

災害復旧事業費
6円（0.0％）

民生費
171,969円
（28.2%）

衛生費
77,513円
（12.7%）

商工費
14,628円
（2.4%）

消防費
33,174円（5.5%）

予備費ほか
1,283円（0.2%）

教育費
49,713円（8.2%）

土木費
26,958円
（4.4%）

農林水産業費
50,169円（8.2%）

議会費
10,924円
（1.8%）

47億5,200  
（△3億6,200）
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議
会
報 告

定例会

審議を見守る傍聴者

可
決
さ
れ
た
案
件

同
意
さ
れ
た
案
件

発
議
さ
れ
た
案
件

　平成27年第２回議会定例会が３月９日から19日までの11日間の
日程で開催されました。
　定例会では６人の議員が一般質問を行ったほか、平成26年度補正
予算や平成27年度各会計予算案など47の議案について慎重に審議
されました。
　なお、定例会の会期中54人が議場を訪れ、町政の審議を熱心に傍
聴しました。

※一般質問の詳しい内容は、議会広報「きずな」をご覧ください。

●
平
成
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算

　

下
表
１
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
天
草
広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
及
び
規

　

約
の
一
部
変
更

　

広
域
連
合
の
処
理
す
る
事
務
を
変
更
し
、

規
約
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
き
議
会
の
議
決
を
必
要
と
す

る
た
め
可
決

●
苓
北
町
情
報
公
開
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

情
報
開
示
請
求
権
者
の
範
囲
を
広
げ
る
こ

と
に
よ
り
、
情
報
公
開
の
総
合
的
な
推
進
を

図
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

行
政
手
続
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
（
平
成
27
年
４
月
１
日
）
に
伴
い
、
同

法
が
適
用
範
囲
と
し
な
い
地
方
公
共
団
体
の

機
関
が
す
る
行
政
指
導
と
条
例
・
規
則
が
根

拠
と
な
る
処
分
に
つ
い
て
、
同
様
に
行
政
手

続
条
例
を
改
正
し
て
規
定
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
改
正

●
苓
北
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

介
護
保
険
運
営
協
議
会
ほ
か
新
た
な
審
議

会
な
ど
の
設
置
に
よ
り
、
委
員
の
報
酬
な
ど

に
つ
い
て
条
例
で
定
め
る
必
要
が
あ
る
た
め

改
正

●
苓
北
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

　

介
護
保
険
法
の
改
正
や
苓
北
町
介
護
保
険

事
業
計
画
の
見
直
し
に
伴
い
条
例
を
改
正
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

　

等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

　

地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
令

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
関
係

条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定

●
苓
北
町
に
お
け
る
介
護
保
険
法
に
基
づ
く

　

指
定
介
護
予
防
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及

　

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

　

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援

　

の
方
法
に
係
る
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制

　

定

　

地
域
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を
高
め
る

た
め
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
令

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
関
係

条
例
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定

●
苓
北
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事

　

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関

　

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
の
改
正
に
伴
い

条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
改
正

●
苓
北
町
中
小
企
業
振
興
資
金
利
子
補
給
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

中
小
企
業
の
振
興
の
た
め
改
正

●
苓
北
町
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

　

ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
の
基
準
の
改

正
に
伴
い
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
改
正

●
苓
北
町
温
泉
セ
ン
タ
ー
及
び
温
泉
自
動
販

　

売
機
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

交
流
人
口
の
増
加
と
施
設
利
用
者
の
利
便

性
の
向
上
の
た
め
改
正

●
苓
北
町
富
岡
城
公
園
施
設
設
置
条
例
の
制

　

定

　

苓
北
町
歴
史
資
料
館
（
苓
北
町
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
富
岡
城
公
園
施
設
の
整

備
に
伴
い
、
供
用
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
条

例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定

●
苓
北
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等

　

設
置
条
例
の
制
定

　

い
じ
め
防
止
対
策
推
進
法
の
公
布
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
、
い
じ
め
防

止
な
ど
の
た
め
の
対
策
の
基
本
と
な
る
事
項

を
定
め
る
こ
と
並
び
に
、
い
じ
め
防
止
な
ど

の
た
め
の
対
策
を
総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推

進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
制
定

●
苓
北
町
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　

下
水
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
が
施
行
さ
れ
た
た
め
改
正

●
苓
洋
高
校
入
学
準
備
資
金
の
助
成
に
関
す

　

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

苓
明
高
校
、
河
浦
高
校
（
園
芸
科
学
科
）

お
よ
び
苓
洋
高
校
の
再
編
・
統
合
に
伴
い
、

平
成
27
年
度
入
学
生
か
ら
、
現
在
の
苓
洋
高

校
が
天
草
拓
心
高
校
マ
リ
ン
校
舎
と
な
る
こ

と
に
よ
り
条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
改
正

●
平
成
27
年
度
苓
北
町
一
般
会
計
・
特
別
会

　
計
予
算

　

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
各
予
算

は
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
審
議
を
経
て

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
総
額

 　

47
億
５
，２
０
０
万
円

■
特
別
会
計
総
額

 　

30
億
２
，８
３
５
万
円

※
平
成
27
年
度
の
予
算
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い

　

て
は
、
２
ペ
ー
ジ
か
ら
７
ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

し
て
い
ま
す
。

●
副
町
長
の
選
任

　

苓
北
町
副
町
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
松

野
茂
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

苓
北
町
教
育
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
１
人

の
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
和
氣
孝
友
さ

ん
を
任
命
す
る
こ
と
に
同
意

●
監
査
委
員
の
選
任

　

苓
北
町
監
査
委
員
に
倉
田
明
さ
ん
を
選
任

す
る
こ
と
に
同
意

●
苓
北
町
坂
瀬
川
財
産
区
管
理
委
員
会
委
員

　

の
選
任

　

委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
猪
口
徹
さ

ん
、
錦
戸
眞
人
さ
ん
、
松
尾
栄
さ
ん
、
溝
上

九
二
夫
さ
ん
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

●
苓
北
町
議
会
委
員
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

標
準
町
村
議
会
委
員
会
条
例
に
則
っ
て
、

「
議
員
の
資
格
決
定
の
要
求
又
は
懲
罰
の
動

議
等
に
伴
う
特
別
委
員
会
の
設
置
」
に
関
す

る
規
定
を
追
加
し
、
教
育
委
員
長
と
教
育
長

を
一
本
化
し
た
新
た
な
責
任
者
（
新
教
育

長
）
を
置
く
こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
「
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法

律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
併
せ
て
、

地
方
自
治
法
第
１
２
１
条
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正

（表１）

54億3,444万3千円
2億8,710万4千円
3億4,246万8千円
5,080万4千円

12億321万6千円
9億1,377万1千円
1,562万9千円
4,229万1千円

1億1,324万7千円
1,261万2千円

補正前の額
1億5,313万円
△240万円
△410万円
△250万円

△4,988万9千円
△320万円
9万8千円
32万1千円

△127万7千円
△771万1千円

補　正　額
55億8,757万3千円
2億8,470万4千円
3億3,836万8千円
4,830万4千円

11億5,332万7千円
9億1,057万1千円
1,572万7千円
4,261万2千円
1億1,197万円
490万1千円

補正後の額会　計　名
一 般
水 道
下 水 道
特定地域生活排水
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
坂 瀬 川 財 産 区   
都 呂 々 財 産 区   
後 期 高 齢 者 医 療 
宅 地 造 成  
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　苓北町では、第３子以降のすべての園児に対し、
保育料の軽減を行っています。３人が同時に入所し
た場合は、第３子以降の園児は全額無料とし、同時
入所でない場合は第３子以降の園児の利用者負担額
は一度納付していただき、その後に町が行う多子世
帯子育て支援事業で全額助成し、返還しています。

（※）苓北町独自の施策で第３子以降についての保育料は無料ですので、支払った１歳児（第３子）の６，５００円
の利用者負担額も四半期ごと（７月・10月・１月・４月）に全額助成されます。

　　また、３歳未満児の子どもについては、熊本県多子世帯子育て支援事業の対象となりますので基準額が
安くなっています。

　少子高齢化が急速に進む近年、次世代を担う子どもたちを一人でも多
く生み育てる「子育て環境の整備」が社会全体で取り組む大きな課題と
なっています。
　苓北町では、早くから子どもを産み育てやすい総合的な子育て環境の
整備を重点施策として、「子育ては苓北で」と誰もが思うような、地域
の特性を生かした町づくりを進めてきました。
　子どもは町の宝。あなたの子育てを苓北町がしっかりサポートします。

第３子以降利用者負担額
（保育料）を全額助成

  Kids
 Support1
サポート

1
サポート

Q 対象児童は？

A 第３子以降で、保育所に入所しているお子さん
が対象です。

Q 助成の範囲は？

A

○子どもが３人（０歳～４歳）同時に入所している場合
　（階層区分：Ｄ６　標準時間）

○子どもが３人で一番上の子どもが小学生の場合
　（階層区分：Ｄ６　標準時間）

軽減額 月額 ３０,750円

年齢 国の基準で徴収した場合

 ４１，５００円
２２，２５０円

０円
６3，75０円

4 歳

2 歳

0 歳

合計

町の基準で徴収した場合

20,000円
13,000円

0円
33,000円

軽減額 月額 3７,２５0円

年齢 国の基準で徴収した場合

 －　  
４１，５００円
２２，２５０円
６３，７５０円

７ 歳

5 歳

1 歳

合計

町の基準で徴収した場合

 －　  
20,000円

（※）6,500円
26,500円

苓北町の基準により徴収する額 ※参考 国の基準額により徴収した場合の額

納入義務者の属する世帯の階層区分
徴収基準額（月額） 徴収基準額（月額）

３歳未満児の場合 ３歳児の場合 ４歳以上児 ３歳未満児 ３歳以上児
標準時間 短時間 標準時間 短時間 標準時間 短時間 標準時間 短時間 標準時間 短時間

階
層
区
分

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ１

Ｄ２

Ｄ３

Ｄ４

Ｄ５

Ｄ６

Ｄ７

Ｄ８

Ｄ９

Ｄ１０

Ｄ１１

Ｄ１２

Ｄ１３

0

9,000

11,800

13,400

14,900

17,600

20,100

23,100

26,000

27,000

30,000

34,000

36,000

40,000

44,000

54,000

0

9,000

11,600

13,200

14,500

17,200

19,700

22,700

25,400

26,400

29,400

33,100

35,100

38,800

42,800

52,400

0

6,000

8,900

10,900

12,300

14,500

17,500

20,000

23,000

25,000

26,000

26,000

27,000

27,000

28,000

34,000

0

6,000

8,700

10,700

11,900

14,100

17,100

19,600

22,400

24,400

25,100

25,100

25,800

25,800

26,800

31,400

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

20,000

22,500

23,000

23,000

24,000

24,000

24,500

27,000

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

３歳児
と同額

19,400

21,900

22,100

22,100

22,800

22,800

23,300

25,400

0

9,000

19,500

30,000

44,500

61,000

80,000

104,000

0

9,000

19,300

29,600

43,900

60,100

78,800

102,400

0

6,000

16,500

27,000

41,500

58,000

77,000

101,000

0

6,000

16,300

26,600

40,900

57,100

75,800

99,400

生活保護世帯

Ａ
階
層
を
除
き
前
年
度
分
の
市
町
村
民
税
額
の
額
の
区
分
が
次
の
区
分
に
該
当
す
る
世
帯

市町村民税非課税世帯

市町村民税のうち均等割のみ
課税世帯（所得割の額は０）

市町村民税のうち所得割額が
48,600円未満である世帯

48,600円以上62,000円
未満である世帯

62,000円以上73,000円
未満である世帯

73,000円以上88,000円
未満である世帯

88,000円以上97,000円
未満である世帯

97,000円以上118,000円
未満である世帯

118,000円以上144,000円
未満である世帯

144,000円以上169,000円
未満である世帯

169,000円以上258,000円
未満である世帯

258,000円以上301,000円
未満である世帯

301,000円以上342,000円
未満である世帯

342,000円以上397,000円
未満である世帯

397,000円以上である世帯

あなたの子育てをしっかりサポートしますあなたの子育てをしっかりサポートします

子育ては

平成２７年度利用者負担額（保育料）からみる 軽減額の例

苓北 町で!!苓北 町で!!

町独自の
助成です。

現在支払われている第3子以降の利用者負担額
の全額相当分を助成します。
なお、毎月の利用者負担額が未納の人について
は、未納期間中において助成は行いません。

・児童の年齢は、４月１日の満年齢となります。
・Ｂ、Ｃ、Ｄ１の階層区分のうち、ひとり親家庭や在宅障がい児（者）の属する世帯等については、軽減措置があります。

　４月から始まった子ども・子育て新制度により、① 保育所へ預けることができる時間が両親の就労時間によっ
て２種類（標準時間・短時間）に分けられることになりました。② 利用者負担額の額が前年度分の市町村民税額を
基に決定されるようになりました。また、利用者負担額の切り替え時期も４月から９月に変わります。
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①医療費助成の推移
年度 助成額（内町の負担額）

2,351万3千円（2,040万円）

1,987万2千円（1,767万円）

2,009万8千円（1,853万円）

24

25

26

980人

931人

913人

対象者数

②町が行ってきた子育て医療費
　助成の流れ（助成対象者拡大の推移）

平成３年

全額助成を０歳から
３歳未満児に引き上げ

平成５年

３歳未満児から
４歳未満児に引き上げ

平成９年

４歳未満児から
６歳未満児に引き上げ

平成15年

６歳未満児から
小学１年生まで引き上げ

平成19年

小学1年生から
小学3年生まで引き上げ

平成20年

小学3年生から
小学４年生まで引き上げ

平成24年

全額助成を
小学６年生まで引き上げ

平成27年

全額助成を
中学３年生まで引き上げ

 昨日まで元気だったのに翌日は突然体調を崩したり、
不意のけがなど、子育ての中で気がかりなのは、やはり
お子さんの健康管理です。母子保健医療体制の充実とと
もに医療費負担の助成も子育てには欠かせません。特に
入院するとその負担はさらに大きくなります。
　町では、全額助成の範囲を中学３年生まで拡大し、安
心して子育てができるようサポートしています。
※入院時の標準負担額（食事代など）は自己負担となりま
す。

中学3年生まで
医療費を助成  Kids

 Support2
サポート

2
サポート

ミニ情報ミニ情報

そのほかにも町では、

を行っています。

「誕生祝い金」の支給

「妊婦受診費用」の助成（14回）
「不妊治療費」の助成

（第１子＝１万円、第２子＝３万円、第３子以降＝５万円）

町の子育て支援に関するお問い合わせは

役場福祉保健課　社会福祉班まで
☎○内 109　○町 39－0002

町独自の
助成です。

■たいほう巻きの作り方
①じゃがいもは、大きめに切って水にさらしたあと、茹で
てつぶしておく。

②にんじん、たまねぎはみじん切りにする。
③熱した鍋に油小さじ１を入れ、合挽肉、たまねぎ、にん
じんを炒めて、塩で味付け、①のじゃがいもを加えてよ
く混ぜる。

④ちくわを半分に切り、縦に１本切込みを入れ、③を詰め
る。

⑤④に小麦粉、卵、パン粉をつけて170℃の油で、きつね
色になるまであげる。

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」
　保育園・学校・行政が協働と連携を図り、苓北町の
将来を担う子どもたちの“食の応援団”になります。

 「楽しい食事をしよう」

　入園、入学、進級おめでとうございます。保育
園や学校生活には慣れましたか？今月の共通メニ
ューは子どもたちの大好きな「たいほう巻き」で
す。大好きなメニューで、給食の時間を楽しく過
ごしてくれればと思います。
　今年度も、“チームぱく
ぱく”では、共通メニュー
の取り組みを続けていきま
す。「食育ノート」を通じ
て、家庭の様子やご意見な
どお知らせください。

たいほう巻き
（５月12日の献立）
たいほう巻き
（５月12日の献立）

５月の目標

今月のちょっと一言

　年度が変わり、苓北町子育て支援センターを利
用するメンバーも少し変わりました。
　この頃は暖かくなったので、お散歩に出かけら
れることも多くなり、楽しく過ごしています。
　ＰＭ2.5やアレルギー物質など、空気の状態は
気になりますので、情報はチェックしつつ、外に
出るとやはり良い気分転換になります。

■開設日時
　平日の午前９時30分
　～午後３時
■開設場所
　新ふれあい館
　☎35－1270

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

近くにおさんぽ

４月も終わりに近づきました。入学や入園で環境
が変わった子どもたちも少しずつ慣れてきたころ
でしょうか。慣れてホッとした頃に体調を崩した
りもしますので、子どもたちの様子に気をつけて
あげてください。

■材料名（子ども４人分）
ちくわ………２本
じゃがいも…120ｇ
合挽肉………40ｇ
たまねぎ……40ｇ
にんじん……20ｇ
塩……………ひとつまみ
小麦粉………大さじ２
卵……………１／２個
パン粉………１／２カップ
揚げ油………適宜　　　

先生とお友だちが卒業です

かわいいお友だち
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平
成
27
年
度
苓
北
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

が
４
月
５
日
、
苓
北
町
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
10
人
が
退
団

し
、
13
人
が
新
た
に
入
団
。
真
剣
な
面
持
ち

で
松
本
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
ま
し
た
。

 

ま
た
式
で
は
、
消
防
庁
長
官
表
彰
や
永
年

勤
続（
10
年
以
上
）退
団
者
へ
の
感
謝
状
贈
呈

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
発
令
さ
れ
た
辞
令

は
左
記
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

《
新
入
団
員
》
※（　

）は
所
属
班

　

尾
上　

奨
弥
（
第
１
分
団
第
１
班
）

　

平
田　

大
志
（
第
１
分
団
第
１
班
）

　

松
本　

悠
佑
（
第
１
分
団
第
２
班
）

　

宮
﨑
丈
一
郎
（
第
１
分
団
第
３
班
）

　

田
尻　

浩
平
（
第
１
分
団
第
４
班
）

　

田
中　

寿
幸
（
第
２
分
団
第
１
班
）

　

宮
﨑　

義
也
（
第
２
分
団
第
３
班
）

　

濵
﨑　

喜
弘
（
第
３
分
団
第
１
班
）

　

稲
尾　

達
也
（
第
３
分
団
第
１
班
）

　

森　
　

誠
也
（
第
３
分
団
第
２
班
）

　

角
岡　

清
貴
（
第
３
分
団
第
２
班
）

　

福
島　

義
男
（
第
３
分
団
第
３
班
）

　

川
口　

裕
人
（
第
４
分
団
第
２
班
）

《
昇
格
者
》
●
班
長

　

第
２
分
団
第
１
班
長　

山
﨑　

和
広

　

第
２
分
団
第
５
班
長　

川
本　

隆
幸

　

第
３
分
団
第
４
班
長　

福
本　

大
介

　

機
動
分
団
班
長　
　
　

平
井　

和
幸

《
消
防
庁
長
官
表
彰（
永
年
勤
続
功
労
章
）》

　

瀬
形　

靖
雄
（
副
団
長
）

《
日
本
消
防
協
会
精
績
章
》

　

瀬
形　

靖
雄
（
副
団
長
）

《
永
年
勤
続
退
団
者
》

　

竹
田　

俊
彦
（
団
員
・
30
年
）

　

山
﨑　

正
司
（
団
員
・
27
年
）

　

笹
山　

秀
彦
（
団
員
・
21
年
）

　

錦
戸　
　

豊
（
団
員
・
20
年
）

　

笹
田　

憲
一
（
団
員
・
20
年
）

　

植
田　
　

修
（
団
員
・
12
年
）

　

倉
田　

大
地
（
団
員
・
12
年
）

　

稲
尾　

健
作
（
団
員
・
10
年
）

《
退
団
者
》

　

福
田　
　

満
（
団
員
・
５
年
）

　

宮
﨑　

真
伍
（
団
員
・
１
年
）

辞令を受ける新入団員

■
坂
瀬
川

西
川
内　
　

西
川　

和
文
（
新
）  

和　

田　
　

錦
戸　

久
幸
（
新
）◎

　

浦　
　
　

田
尻　
　

強
（
５
年
）　

松　

原　
　

田
中　
　

豊
（
新
）  

　

中　
　
　

宮
﨑　

茂
晴
（
４
年
）

小　

路　
　

猪
口　

和
喜
（
新
） 

川　

向　
　

池
﨑　

計
介
（
２
年
）

木　

場　
　

土
井　
　

實
（
２
年
）

　

鶴　
　
　

金
子　
　

進
（
新
） 

■
志　

岐

中　

尾　
　

中　
　
　

實
（
８
年
）

志
岐
山　
　

林
田　

孝
康
（
５
年
）

平　

山　
　

田
中　

幹
夫
（
２
年
）

城　

下　
　

大
仁
田
勝
平
（
再
）  

　

釜　
　
　

平
井　

正
隆
（
新
）  

中　

通　
　

林
田　

道
久
（
４
年
）

天
神
木　
　

荒
木　

眞
二
（
新
）  

馬　

場　
　

髙
戸　

好
幸
（
新
）  

浜
之
町　
　

齋
藤　
　

直
（
新
）  

明
神
山　
　

山
中　

信
二
（
４
年
）

紺
屋
町　
　

柗
下　
　

博
（
新
）

白
木
尾　
　

田
﨑　

公
人
（
新
）  

内　

田　
　

吉
田　

勝
志
（
３
年
）◎

年　

柄　
　

吉
村　

文
雄
（
新
）  

下　

向　
　

石
山　

重
晴
（
３
年
）

釜
の
下　
　

髙
岡　

和
人
（
新
）  

平　

木　
　

満
田　
　

寛
（
新
）  

的　

場　
　

野
口　

昭
信
（
新
）  

西　

原　
　

山
下　

龍
一
（
３
年
）

■
富　

岡

元　

袋　
　

福
島　

晴
喜
（
新
） 

尾　

越　
　

濵
﨑　

光
幸
（
新
） 

春
の
迫　
　

濵
﨑　

盛
榮
（
新
） 

一
丁
目　
　

阪
井　

一
志
（
７
年
）

二
丁
目　
　

江
頭　

勝
己
（
３
年
）

三
丁
目　
　

野
﨑　
　

博
（
新
） 

四
丁
目　
　

塩
谷　

亀
嘉
（
４
年
）

五
丁
目　
　

本
川　

尚
達
（
３
年
）

新　

町　
　

松
下　
　

哲
（
新
） 

出
来
町　
　

森　
　

昭
久
（
３
年
）◎

八　

区　
　

倉
田　

高
幸
（
２
年
）

■
都
呂
々

萱
の
木　
　

前
田　

昭
彦
（
４
年
）

唐
干
田　
　

松
永　

宗
也
（
４
年
）

小　

松　
　

光
田　

征
男
（
４
年
）

　

浜　
　
　

作
田　

和
夫
（
再
４
年
）

古　

里　
　

浦
﨑　

修
一
（
４
年
）

　

上　
　
　

登
本　

玄
一
（
再
） 

本　

郷　
　

岡
田　
　

豊
（
14
年
）◎

狸
河
内　
　

平
田　

満
廣
（
２
年
）

大
河
内　
　

笹
田　

憲
一
（
新
） 

松　

野　
　

福
田　

健
吾
（
再
２
年
）

中　

村　
　

小
林
美
知
夫
（
５
年
）

涼　

松　
　

富
永　

久
年
（
新
）

　

本
年
度
、
24
行
政
区
で
区
長
さ
ん
の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。
町
と
地
域
を
つ
な
ぐ
区

長
さ
ん
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
、
任
期
は
毎
年
４
月
１
日
か
ら
翌
年
３
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
年
度
区
長
に
就
任
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）
◎
は
地
区
区
長
会
長
、（
　
）は
通
算
年
数

●
本
年
度
区
長
名
簿

区
長
さ
ん
　
お
世
話
に
な
り
ま
す

区
長
さ
ん
　
お
世
話
に
な
り
ま
す

区
長
さ
ん
　
お
世
話
に
な
り
ま
す

地
域
を
守
る
消
防
団
、
決
意
新
た
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

苓
北
町
消
防
団
辞
令
交
付
式

■
表
　
彰 

（
　
）は
受
章
時
階
級

■
辞
令
交
付

■
退
　
団
（　

）
は
退
団
時
階
級
・
勤
続
年
数

伊
能
忠
敬
の
来
島

　

測
量
隊
の
来
島
を
知
ら
せ
る
廻
状
が
富
岡
に
到

着
し
た
の
は
、
文
化
７
年（
１
８
１
０
）３
月
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
４
月
25
日
、
天
草
代
官
所

は
、
御
領
村
で
大
庄
屋
会
議
を
開
き
、
７
月
23
日

に
も
富
岡
会
所
に
大
庄
屋
・
庄
屋
を
招
集
し
て
協

議
を
行
い
、
布
団
25
枚
、
ゴ
ザ
30
枚
、
杖
30
本
、

蚊
帳
10
張
、
の
し
台
２
つ
、
三
宝
４
つ
、
膳
椀
20

人
分
な
ど
を
準
備
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
２
日

後
、
大
庄
屋
と
庄
屋
か
ら
選
出
し
た
２
名
を
様
子

見
聞
の
た
め
に
、
測
量
隊
が
６
月
下
旬
か
ら
滞
在

し
て
い
る
薩
摩
に
出
張
さ
せ
ま
し
た
。

　

測
量
隊
は
、
忠
敬
の
本
隊
と
坂
部
貞
兵
衛
の
支

隊
か
ら
構
成
さ
れ
、
鹿
児
島
か
ら
天
草
に
は
、
本

隊
が
海
岸
線
を
、
支
隊
が
街
道
を
北
上
し
ま
し
た
。

　

忠
敬
本
隊
の
10
名
が
、
大
多
尾
村
に
到
着
し
た

の
は
９
月
18
日
で
、
富
岡
陣
屋
詰
め
の
藤
木
惣
助

を
は
じ
め
、
接
待
役
の
大
庄
屋
・
庄
屋
達
22
名
が

出
迎
え
ま
し
た
。

　

坂
部
支
隊
の
８
名
は
、
２
日
遅
れ
で
到
着
し
て
、

中
田
村
で
本
隊
と
合
流
し
ま
し
た
。
以
後
、
天
草

で
の
測
量
は
、
11
月
12
日
ま
で
、
53
日
間
を
数
え

ま
し
た
。

　

坂
部
支
隊
は
、
10
月
６
日
に
は
、
都
呂
々
を
測

量
し
、
夜
は
、
都
呂
々
庄
屋
の
酒
井
平
太
兵
衛
方

に
一
泊
。
翌
７
日
、
下
津
深
江
を
測
量
し
て
、
同

村
一
泊
。
８
日
、
年
柄
、
内
田
、
志
岐
、
富
岡
、

袋
、
曲
﨑
な
ど
を
測
量
し
ま
し
た
。

　

忠
敬
本
隊
が
、
高
浜
か
ら
富
岡
に
向
か
っ
た
の

は
、
10
月
９
日
で
し
た
。
高
浜
庄
屋
上
田
源
作
の

『
天
草
郡
中
御
測
量
方
御
巡
回
日
記
』
か
ら
当
時

の
状
況
が
分
か
り
ま
す
。
内
容
を
要
約
し
ま
す
。

10
月
９
日　

晴
天　

北
風

　

伊
能
忠
敬
様
は
、
寅
下
刻（
午
前
５
時
）頃
に
出

発
し
て
、
駕
籠
で
富
岡
に
向
い
ま
し
た
。

・
昼
食
の
弁
当
は
、
都
呂
々
村
庄
屋
。

・
坂
部
様
は
、
昨
日
に
富
岡
に
到
着
し
、
今
日
ま

で
城
山（
富
岡
城
跡
）廻
り
を
測
量
さ
れ
ま
し
た
。

・
伊
能
様
の
宿
は
富
岡
町
二
丁
目
の
庄
屋
宅
。

・
坂
部
様
の
宿
は
富
岡
町
一
丁
目
の
米
屋
宅
。

・
夜
に
、
天
文
観
測
を
さ
れ
、
戌
刻（
午
後
十
時
）

迄
に
終
わ
り
ま
し
た
。

小
説
『
四
千
万
歩
の
男
』（
講
談
社
文
庫
）

　

井
上
ひ
さ
し
は
、
昭
和
52
年
に
伊
能
忠
敬
を
主

人
公
に
し
た
小
説
を
週
刊
誌
に
連
載
し
ま
し
た
。

隠
居
後
、
測
量
技
術
を
習
得
し
て
、
日
本
地
図
を

作
製
す
る
大
仕
事
に
挑
ん
だ
忠
敬
を
「
一
身
に
し

て
、
二
生
を
得
る
」
と
評
価
、
退
職
後
に
生
き
る

者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

戦
前
の
忠
敬
の
評
価

　

明
治
時
代
の
半
ば
か
ら
徳
富
蘇
峰
ら
が
伝
記
を

書
い
て
全
国
的
に
名
が
知
ら
れ
、
国
定
教
科
書
の

国
語
や
修
身
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

遺
品
が
国
宝
に

　

平
成
22
年
に
、
地
図
・
測
量
器
具
・
関
係
文
書

が
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

略
歴

　
年
号
（
西
暦
）
　
　
事
　
柄

延
享
２
年（
１
７
４
５
）上
総
国（
千
葉
）山
辺
郡
に
、

名
主
の
子
と
し
て
誕
生
。

宝
暦
12
年（
１
７
６
２
）下
総
国（
千
葉
）香
取
郡
佐

原
村
で
酒
造
業
を
営
む
伊
能
家
の
婿
養
子
に
な
る
。

天
明
元
年（
１
７
８
１
）佐
原
村
本
宿
組
の
名
主
に

な
り
、
村
人
の
た
め
に
努
力
す
る
。

寛
政
６
年（
１
７
９
４
）財
を
な
し
、
50
歳
で
隠
居
。

寛
政
７
年（
１
７
９
５
）江
戸
に
出
て
、
幕
府
天
文

方
の
高
橋
至
時
に
師
事
し
、
暦
学
天
文
を
学
ぶ
。

寛
政
12
年（
１
８
０
０
）蝦
夷
地
で
第
１
次
測
量
。

文
化
６
年（
１
８
０
９
）第
７
次
測
量
で
、
鹿
児
島

―

天
草―

熊
本
。

文
化
13
年（
１
８
１
６
）第
10
次
測
量
で
終
了
。
江

戸
府
内
。

文
化
15
年（
１
８
１
８
）死
去
。
地
図
製
作
続
行
。

文
政
４
年（
１
８
２
１
）大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
が

完
成
。
死
を
公
表
。

高
橋
至
時
に
師
事

　

至
時
31
歳
、
忠
敬
は
51
歳
。
こ
の
頃
、
宝
暦
暦

が
、
宝
暦
13
年（
１
７
６
３
）の
日
食
を
外
し
て
、

さ
ら
に
評
判
が
悪
く
な
り
、
幕
府
天
文
方
で
は
、

改
暦
作
業
に
着
手
す
る
事
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
優
秀
な
人
材
を
民
間
に
求
め
、
麻
田
剛
立
の

門
下
生
で
あ
っ
た
高
橋
至
時
と
間
重
富
に
出
府
を

命
じ
ま
し
た
。
寛
政
７
年
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
年
、
江
戸
に
出
た
51
歳
の
忠
敬
は
、
31
歳

の
至
時
に
師
事
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
忠
敬
は
、

私
費
で
天
体
機
器
を
購
入
し
て
、
自
宅
に
天
文
台

を
作
り
、
精
力
的
に
観
測
を
続
け
、
力
を
つ
け
ま

し
た
。

第
１
次
測
量
調
査

　

至
時
と
重
富
は
、
２
年
後
に
新
た
な
寛
政
暦
を

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
37
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

完
成
さ
せ
、
さ
ら
な
る
思
い
に
か
ら
れ
ま
し
た
。

暦
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
地
球
の
大
き
さ

と
、
日
本
各
地
の
緯
度
と
、
経
度
を
知
る
事
が
必

要
と
考
え
た
の
で
す
。
地
球
の
大
き
さ
は
、
緯
度

１
度
に
相
当
す
る
子
午
線
弧
を
測
る
こ
と
で
計
算

で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
至
時
は
、
江
戸
か
ら
蝦
夷
地
の
距
離

を
測
る
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。
折
し
も
、
数
年

前
か
ら
、
蝦
夷
地
に
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
圧
力
が

加
わ
り
、
幕
府
は
、
早
急
に
蝦
夷
地
調
査
の
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
至
時
は
、
蝦
夷
地
の

正
確
な
地
図
を
作
製
す
る
た
め
の
測
量
を
、
幕
府

に
願
い
出
ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
子
午
線
１
度
の

距
離
も
、
求
め
ら
れ
る
と
の
狙
い
も
あ
り
ま
し
た
。

至
時
は
、
事
業
担
当
者
に
忠
敬
を
任
命
す
る
事
に

し
ま
し
た
。
年
齢
が
懸
念
事
項
で
し
た
が
、
測
量

技
術
・
指
導
力
・
豊
富
な
財
力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

寛
政
12
年
２
月
頃
、
幕
府
は
、
蝦
夷
地
の
測
量

を
認
め
ま
し
た
が
、
荷
物
を
船
で
送
る
計
画
で
し

た
。
し
か
し
、
船
上
か
ら
で
は
、
子
午
線
の
長
さ

を
計
る
た
め
の
正
確
な
測
量
が
出
来
ま
せ
ん
。
２

人
は
、
必
死
に
訴
え
て
、
や
っ
と
陸
路
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

４
月
に
命
令
が
下
り
ま
し
た
が
、
「
測
量
試

み
」
と
さ
れ
ま
し
た
。
幕
府
は
、
忠
敬
を
あ
ま
り

信
用
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
経
費
の
支
給

も
不
十
分
で
、
忠
敬
は
、
70
両
を
自
己
負
担
す
る

結
果
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
金
額
に
換
算
す
る
と
、

約
１
２
０
０
万
円
に
相
当
し
ま
す
。

※

暦
学
天
文
：
天
文
学
の
古
い
言
い
方
で
す
。

※

子
午
線
弧
：
地
球
の
表
面
に
沿
っ
た
、
南
北
方

向
の
測
地
線（
曲
面
上
の
２
点
を
結
ぶ
最
短
の
曲

線
）で
す
。

い

さ
ん
ぽ
う

や
か

さ
か
べ
さ
だ
へ
い

か

と
く
と
み
そ
ほ
うこ

く
て
い

ご

か
ず
さ
の
く
に

し
も
さ
の
く
に

ほ
う
れ
き

て
ん
め
い

か
ん
せ
い

ぶ
ん 

か

ぶ
ん
せ
い

よ
し
と
き

か
ん
い
れ
き

は
ざ
ま
し
げ
と
み

そ
く 

ち 

せ
ん

し   

ご 

せ
ん  

こ

ご
う
り
ゅ
う

ほ
う
り
ゃ
く
れ
き

だ
い
に
ほ
ん
え
ん
か
い
よ
ち
ぜ
ん
ず

れ
き
が
く
て
ん
も
ん

え
ん
き
ょ
う

の
う
た
だ
た
か



Town Topics & Sports

　町内各小学校の入学式は、４月９日に行われ、60人の子ど
もたちが小学生の仲間入りをしました。
　このうち志岐小学校では、体育館で入学式があり保護者や
先生など大勢が見守るなか、
25人の新入学児童がきれいな
花のプランターに囲まれなが
ら入場。式では、児童らの
「はい」「ありがとうござい
ます！」の大きな声が会場内
に響きわたっていました。
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　天草郡市中学生春季ソフトテニス大会男女個人戦が３月28
日、天草市で開催され、苓北中ソフトテニス部が男女ダブル
優勝しました。

【大会結果（敬称略）】
優勝　髙岡昴矢・溝上　和ペア
　　　浦﨑哉奈・田﨑結衣ペア
３位　平川健太・金子翔太ペア

苓北中が男女ダブル優勝

富岡小学校卒業式

グラウンド・ゴルフで健康づくり
苓北町長杯グラウンド・ゴルフ大会

▲グラウンド・ゴルフを楽しむ皆さん

　第３回苓北町長杯グラウンド・ゴルフ大会が３月20日、坂
瀬川地区総合グラウンドで開催されました。大会は、個人戦
のストロークマッチで行われ、約２５０人の参加者がグラウン
ド・ゴルフを楽しみました。
　「いつでも、どこでも、だれでも」できるグラウンド・ゴ
ルフは、生涯スポーツとして年代を超えて愛好者が増えてい
ます。まだやったことがないという皆さんも、健康づくりの
一環としてご検討されてみてはいかがでしょうか。
【大会成績】　１位　丸井次郎さん　２位　田平スミ子さん
　　　　　　　３位　宮﨑眞澄さん

　毛筆指導員として町内の小中学校で書道を教える馬場國昭
さん（志岐中通区在住）が３月24日、富岡小の卒業式で18
人の卒業生に毛筆で書いた色紙を手渡しました。馬場さんは
毎年、町の小学校卒業生全員に色紙を贈っていて、今年は74
人分を書き上げました。
　馬場さんが色紙に書く文字は、子どもたちそれぞれが考え
た好きな言葉や目標など。これから中学・高校と成長してい
く子どもたちにとって、自らを叱咤激励してくれる最高のは
なむけの書となりました。

卒業記念に色紙を贈呈

▲色紙を贈る馬場國昭さん（左）

▲髙岡（左）・溝上（右）ペア ▲浦﨑（左）・田﨑（右）ペア

都呂々中男子ハンド大健闘
九州中学生選抜ハンドボール大会

▲都呂々中男子ハンドボール部の皆さん

　第27回九州中学生選抜ハンドボール大会が３月21日・22
日の両日、沖縄県で開催され、都呂々中男子ハンドボール部
が熊本県代表で出場しました。都呂々中は１回戦で大利中
（福岡県代表）に逆転勝ち。ここで一気に波に乗りたい都
呂々中は準々決勝で宮里中（沖縄県代表）と対戦。激闘の末
惜しくも敗れてしまい、成績はベスト８でした。なお、本大
会の優勝は都呂々中が敗れた宮里中でした。
　本年４月１日から町内３中学校が統合し、新生苓北中学校
が開校しています。今後、新中学校でのハンドボール部の活
躍が期待されます。

玉ねぎ部会が玉ねぎを寄贈

おめでとう！今日から１年生
小学校入学式

▲ごにゅうがくおめでとう！

▲児童机に並べられた入学用品

　役場では４月７日、ＪＡれいほく玉ねぎ部会（佐伯博文会
長）から、「苓北町の子どもたちのために使ってください」
と玉ねぎ50㎏の寄贈があり、佐伯会長から田嶋町長へ直接手
渡されました。
　学校給食共同調理場では、丹精
こめて栽培された愛情たっぷりの
玉ねぎを、４月14日の学校給食
献立（コロッケ）の材料に使用し、
町内児童・生徒に提供しました。

新鮮な玉ねぎを子どもたちへ

▲田嶋町長に玉ねぎを手渡す佐伯会長（左）

▲先生の話をよく聞こう！

笑顔あふれるコンサート
スマイルコンサート

▲心のこもった演奏を披露する志岐小学校の皆さん

　志岐小学校器楽部、富岡小学校器楽部、苓北中学校吹奏楽
部合同によるスマイルコンサートが３月29日、志岐集会所で
開催されました。コンサートでは、クラシックをはじめ映画
「アナと雪の女王」のテーマ曲、子どもたちに大人気の「よ
うかい体操第一」やディズニーメドレーなど、小さな子ども
から大人まで楽しめる曲が披露されました。
　会場には、保護者や地域の皆さんなど約２２０人が来場。子
どもたちの心のこもった素晴らしい演奏に笑顔で拍手を送っ
ていました。
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おめでとうございます♥おめでとうございます♥
交流事業参加のお二人　めでたくゴールイン！交流事業参加のお二人　めでたくゴールイン！

　昨年９月に実施しました交流事業に参加さ
れたお二人が、３月にめでたく入籍されまし
た。末永いお幸せを心よりお祈りいたしま
す。お二人のコメントをご紹介します。
♡ステキな出会いは、あなたの勇気ある一歩
からはじまります♡
　サンクスでは、さまざまなイベント、交流
会やセミナーを企画し、出会いの機会を提供
しています。
　お気軽にご連絡ください。お待ちしており
ます。
■連絡先
〈サンクス事務局〉
　企画政策課／浦﨑
　結婚支援員／西
　☎ ○内２００
　　○町３９ー０００４
　☎０８０ー８５５１ー７６８３（専用電話）

　以下の車両については、平成２６年度税制改正により平成２７年度課税から税率の引き上げを実施する予定でし
たが、平成２７年度の税制改正により実施期間が１年間延期されます。
■原動機付自転車、二輪の軽自動車および二輪の小型自動車

■小型特殊自動車

■問い合わせ先
　税務住民課　担当／田口　☎○内１１２　○町39－０００２

女性Ｂさん

男性Ａさん

お二人のコメント

軽自動車税係からお知らせ

区　分 税　率
平成２７年度まで 平成２８年度から
１，０００円
１，２００円
１，６００円
２，５００円
２，４００円
４，０００円

５０ｃｃ以下
９０ｃｃ以下
１２５ｃｃ以下
三輪（ミニカー）
２５０ｃｃ以下
２５０ｃｃ以上

２，０００円
２，０００円
２，４００円
３，７００円
３，６００円
６，０００円

原動機付自転車

軽自動車二輪
二輪小型自動車

区　分
税　率

平成２７年度まで 平成２８年度から
１，６００円
４，７００円

農耕作業用
その他

２，４００円
５，９００円

小型特殊自動車

税務住民課

旅行気分で参加し、ピザ作り体

験やバーベキュー、グラウンド

ゴルフを一緒に楽しみながらい

ろんな人と交流ができ、とても

楽しくて忘れられない１日とな

りました。みなさんも是非参加

されてみては…(^_^)v(^o^)

バーベキューやピザ作り体験を

楽しみに参加しました(*^^*)

思った以上にわいわいがやがや

して、とても楽しかったです。

グラウンドゴルフもあり盛り上

がりました。一生、忘れられな

い思い出の日となりました(^_^)

苓
北
町
へ
よ
う
こ
そ

■
坂
瀬
川
小
学
校

　

教
諭　

田
中　

繁
子
（
都
呂
々
小
）

■
苓
北
中
学
校

※
中
学
校
統
合
に
伴
う
新
校

　

教
諭　

矢
住　

征
規
（
都
呂
々
中
）

　

教
諭　

林
田　

佳
美
（
都
呂
々
中
）

　

教
諭　

茅
野　

奈
奈
（
都
呂
々
中
）

　

事
務
職
員　

松
原　

恵
美
（
坂
瀬
川
中
）

　

校
長　

山
本　

輝
彦
（
苓
北
中
）

　

教
頭　

瑞
穂　

良
顕
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

植
村
さ
き
み
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

坂
本　
　

進
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

川
上　

亜
紀
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

田
中　

喜
一
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

前
田　
　

純
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

川
端　

智
紀
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

鶴
田　

義
治
（
苓
北
中
）

　

教
諭　

田
﨑　

隆
盛
（
苓
北
中
）

■
坂
瀬
川
小
学
校

　

教
頭　

立
石　

毅
（
浦
和
小
）

■
志
岐
小
学
校

　

事
務
主
幹　

山
田　

康
博
（
本
渡
中
）

■
富
岡
小
学
校

　

教
頭　

中
川　

広
喜
（
不
知
火
小
）

　

教
諭　

宮
﨑　

浩
思
（
久
玉
小
）

　

教
諭　

岩
﨑
ひ
ろ
み
（
本
渡
北
小
）

　

教
諭　

岩
下　

博
子
（
佐
伊
津
小
）

　

養
護
教
諭　

西
田　

昌
子
（
牛
深
中
）

■
都
呂
々
小
学
校

　

校
長　

濱　
　

友
彦
（
荒
尾
清
里
小
）

　

教
頭　

甲
斐　

裕
一
（
睦
合
小
）

　

教
諭　

入
江　

智
子
（
志
柿
小
）

■
苓
北
中
学
校

　

教
諭　

尾
中　
　

猛
（
栖
本
中
）

　

教
諭　

川
上　

治
久
（
帯
山
中
）

　

教
諭　

原　

浩
太
郞
（
西
合
志
南
中
）

　

教
諭　

永
井
千
寿
子
（
玉
名
中
）

　

養
護
教
諭　

上
杉
夫
美
恵
（
新
規
採
用
）

  ■
坂
瀬
川
小
学
校

　

教
頭　

梅
川　

吟
子
（
亀
川
小
）

　

教
諭　

田
中
と
も
子
（
志
柿
小
）

　

事
務
主
幹　

池
田
留
里
子
（
定
年
退
職
）

■
志
岐
小
学
校

　

教
諭　

鈴
木　

之
教
（
鏡
中
）

■
富
岡
小
学
校

　

教
頭　

島
田　

美
彦
（
菊
池
北
小
）

　

教
諭　

木
下　

政
文
（
依
願
退
職
）

　

教
諭　

久
保
山
有
記
（
牛
深
小
）

　

教
諭　

井
伊
美
由
規
（
登
立
小
）

■
都
呂
々
小
学
校

　

校
長　

林
田　

正
治
（
松
合
小
）

　

教
頭　

有
馬　
　

潔
（
鏡
小
）

■
坂
瀬
川
中
学
校

　

校
長　

原
口　
　

聡
（
荒
尾
第
四
中
）

　

教
頭　

本
多　
　

博
（
阿
村
中
）

　

教
諭　

金
澤　

博
子
（
龍
ヶ
岳
中
）

　

教
諭　

大
川　

治
代
（
大
矢
野
中
）

　

教
諭　

宮
﨑　

由
美
（
姫
戸
中
）

　

教
諭　

下
田　

章
司
（
有
明
中
）

　

教
諭　

冨
永
誠
太
郎
（
菊
池
北
中
）

　

教
諭　

植
嶋　

史
子
（
八
代
第
一
中
）

　

養
護
教
諭　

田
邉
真
紀
子
（
本
町
小
）

■
苓
北
中
学
校

　

教
諭　

蓮
田　

博
忠
（
天
草
中
）

　

教
諭　

野
島　

敏
則
（
栖
本
中
）

　

養
護
教
諭　

砂
川　

則
子
（
牛
深
小
）

　

事
務
職
員　

松
元　

文
子
（
本
町
小
）

■
都
呂
々
中
学
校

　

校
長　

坂
本　

信
也
（
栖
本
中
）

　

教
頭　

大
槻　
　

晋
（
鶴
城
中
）

　

教
諭　

池
邊　

賢
治
（
大
矢
野
中
）

　

教
諭　

前
田　

浩
明
（
牛
深
中
）

　

教
諭　

今
福　

香
織
（
稜
南
中
）

　

教
諭　

中
嶋　

太
一
（
本
渡
東
中
）

　

教
諭　

本
田　

匡
子
（
河
浦
小
）

（
　
）は
前
任
校
。
敬
称
略

就
　
　
任

（
　
）は
前
任
校
。

町
内
異
動

（
　
）は
転
任
校
、
敬
称
略

転
　
　
出

　

教
職
員
人
事
異
動
に
伴
う
服
務
宣
誓
式
が
４
月
１
日
、
苓
北
町
役
場
で
行
わ
れ
、
気
持
ち
も
新
た
に
15
人
の
先
生（
県
費
教
職
員
）

が
町
内
小
・
中
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。
異
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

苓
北
町
へ
よ
う
こ
そ

苓
北
町
へ
よ
う
こ
そ

は
じ
め
ま
し
て

は
じ
め
ま
し
て

は
じ
め
ま
し
て

小
・
中
学
校
教
職
員
異
動

服務宣誓をする原浩太郎教諭

新
人
職
員
紹
介

尾
上
奨
弥（
西
川
内
区
）

お
の 

う
え 

し
ょ
う
や

水
道
環
境
課

尾
上
奨
弥（
西
川
内
区
）

川
口
裕
人
（
上
区
）

か
わ
ぐ
ち 

ゆ
う 

と

酒
井
俊
和
（
内
田
区
）

さ
か  

い   

と
し
か
ず

福
祉
保
健
課

商
工
観
光
課

川
口
裕
人
（
上
区
）

か
わ
ぐ
ち 

ゆ
う 

と

酒
井
俊
和
（
内
田
区
）

さ
か  

い   

と
し
か
ず

お
の 

う
え 

し
ょ
う
や

水
道
環
境
課

業務内容　水道
コメント　町内の水道・浄
水場の管理など、一生懸命
がんばりたいと思います。
よろしくお願いします。

福
祉
保
健
課

業務内容　後期高齢者医療
コメント　少しでも早く町
民の方々に顔と名前を覚え
ていただけるように頑張り
ます。

商
工
観
光
課

業務内容　商工
コメント　早く１人前とな
って苓北町の発展に貢献し
たいと思っています。よろ
しくお願いします。
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こ

の欄は、みなさんと一緒につくるページです。 楽しい行事や
要望な

ど、
お気
軽に
広報
係へ

園 児 の作 品
坂
瀬
川
小
学
校
四
年

四
年
生
に
な
っ
て

が
ん
ば
り
た
い
こ
と

　

わ
た
し
は
、四
年
生
に
な
っ
て
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
が
四
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
地
図
の
県
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
調
べ
て
、
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
お
ぼ
え
た
い
で
す
。
そ
し
た
ら
、
大
人
に
な
っ
て
も
、
町
の

こ
と
が
、
分
か
る
か
ら
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
委
員
会
で
す
。
わ
た
し
は
、
保
け
ん
体
育
委
員
で
す
。
け

ん
こ
う
配
り
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。
そ
う
し
な
い
と

み
ん
な
が
こ
ま
る
か
ら
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
早
ね
早
お
き
で
す
。
わ
た
し
は
十
時
や
十
一
時
に
ね
る
の

で
、
九
時
か
九
時
半
に
ね
た
い
で
す
。
そ
し
た
ら
お
き
る
と
き
ス
ッ
キ
リ

す
る
か
ら
で
す
。

　

四
つ
目
は
、
お
手
つ
だ
い
で
す
。
わ
た
し
は
と
く
に
妹
の
せ
わ
と
食
器

洗
い
と
せ
ん
た
く
も
の
ほ
し
と
と
り
こ
む
の
で
す
。
そ
し
た
ら
、
お
母
さ

ん
が
、
楽
に
な
る
か
ら
で
す
。
が
ん
ば
り
ま
す
。

甘茶をかけて病気をしない元気な体でいられますように
お参りしました。

国照寺保育園 つばきぐみのおともだち

都呂々小学校　５・６年生 ●クラスの自慢
　複式学級になって２年目。
自分たちで集中して学習でき
るようになりました。そして、
やると決めたことをみんなで
協力して最後までやり遂げ
られるようになりました。
●クラスから先生へ
　学校のリーダーとして何事
にも一生懸命に取り組みま
す。困っている人には優しく
教えてあげたいです。先生の
話をよく聞き、立派な上級生
になります。これから１年間
よろしくお願いします。
●先生からクラスへ
　とことん働き、とことんみ
んなに優しくしてあげて、頼
られる５・６年生になりまし
ょう。一日一日を丁寧に大切
に過ごして、思い出深い１年
間にしましょう。

「礎」～学校を支える 5・６年生～
いしずえ

西
川
　
う
ら
ら 

さ
ん

に
し
か
わ

お釈迦さま、お誕生日おめでとうございます

学年人数：男子７人　女子９人　計16人
担　　任：松下　智恵 先生　特別支援教育支援員：木場　紀代子 先生

『花まつり』『花まつり』

　（公財）合気会（合気道道場）では、心身統一・護身・礼
節・健康増進を目指して、毎週２回のけいこに励んでい
ます。
　今回６歳以上の人を対象に、会員の募集を行います。
■け い こ 日　毎週月曜・水曜　午後７時～８時30分
■けいこ場所　苓北町総合武道館
■会　　　費　・大人　　　　月額３，０００円
　　　　　　　・高校生以下　月額２，０００円
■申し込み・問い合わせ先
　（公財）合気会苓北道場　松井徹也
　☎０９０－７４６８－０８５２

（公財）合気会
合気道道場の会員を募集します
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心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

児童を代表して都呂々小新１年生へ
手渡されました。

福祉機器リサイクルコーナー福祉機器リサイクルコーナー福祉機器リサイクルコーナー

◎チャイルドシート……２台
◎ジュニアシート……２台
※社協へ５月８日㈮まで申込み。
　（希望者多数の場合は抽選）

『無料』でお譲りします。

　６人兄弟の次男として生まれ育った輝正さんは、
15歳の時、兄弟を頼って満州に渡った。満州では、電
信電話学校で学び、ハルピンの中央電報局に就職し
た。「電報の送受信は、えんぴつ一本あれば、から一生
食べられる」輝正さんは、そう確信していた。しかし、
敗戦は、輝正さんの確信を見事に打ち砕いた瞬間だっ
た。
　時は流れ、妻のマチエさんとの間に４人の娘たちが
生まれ、水稲やタバコを中心に農業で生計を立てた。
農業は重労働。ある日、妻のマチエさんに勧められ自
動車の運転免許証を取得した。42年間、無事故、無違
反で現在も記録更新中だ。愛車の軽トラックは、輝正
さんの生活になくてはならないものとなっている。
　今、山﨑家の田んぼでは、田植え前の準備が着々と
進んでいる。今日の作業はアゼ塗りという作業だ。ア
ゼ塗りは、田んぼの土を田んぼの淵に塗りつけて、割
れ目や穴を防水加工する作業だ。水が漏れると、水管
理が難しくなるだけでなく、除草剤や肥料の効果も低
下するので、とても重要な仕事となる。輝正さんは、慣
れた手つきで1本グワを器用に操り、塗り上げていく。
準備が整えば田植えは娘婿達の出番となる。この時ば
かりは、輝正さんは、現場監督に昇進する。

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　肉と野菜の油炒めです。甘かもんでは、ビスケットが好物で
す。

　　好みの女性のタイプは？
　家内（今は亡き妻のマチエさん）以外には、好きな女子（お
なご）はおりません！！（断言）

　　もし生まれ変わったら？
　生まれ変わってもまた、家内と一緒になって旅行でも行きた
かですね。私は、農協やタバコ耕作組合、土地改良区などの
役職を引き受けていたこともあり、視察研修などで台湾や韓
国をはじめ日本中行って来ましたが、家内は、どこにも連れ
て行ったことがなかったです。私が役職を無事に果たすこと
ができたのは、家内のおかげです。

　　長生きの秘訣は？
　早寝（７時）、早起き（６時）、夜中に小便１回、と腹八分目です。
毎日、農業で体を動かしているので、よう、ぬっとですよ。（熟
睡できます）そして、３人の娘たちが近くにおるけん、よか
ですね。娘婿たちがよくしてくれます。「あんたは、女ん子
ばかりもって幸せなあ。男ん子は何にもならん」と人から言
われます。なるだけ、娘たちに迷惑ばかけんこと、手ば取ら
んことと思っています。

問問
ひ けつ

輝正さん２５歳　マチエさん30歳輝正さん２５歳　マチエさん30歳

山 﨑 輝 正 さん

やま さき てる まさ

（昭和３年５月５日生まれ）満86歳　的場区在住

アゼ塗り名人、田植えは現場監督に昇進!!
No.169

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！ 事業計画・予算が決定しました
平成２７年度

　平成27年３月23日に開かれた理事会・評議員会において、平
成27年度事業計画及び会計予算が審議され決定しました。

歳入歳出予算総額
２，６３０万９千円
歳入歳出予算総額
２，６３０万９千円
歳入歳出予算総額
２，６３０万９千円

事業実施計画
１．会務の運営
　⑴ 理事会、評議員会の開催
　⑵ 組織強化と会員増強促進
　⑶ 関係機関、諸団体との連絡提携
　⑷ 自主財源（会費、共同募金など）
　⑸ 役職員の資質向上促進（研修会など）
２．地域福祉活動事業
　⑴ 児童福祉事業（子供会助成など）
　⑵ 老人福祉事業
　⑶ 母子・父子福祉事業
　⑷ 身体障害者福祉事業
　⑸ 福祉啓発事業（福祉スポーツ大会など）
　⑹ 調査広報事業（社協だより発行など）
　⑺ 地域包括ケア会議
　⑻ 生活福祉厚生事業（福祉機器リサイクルなど）
　⑼ ボランティアセンター事業
　⑽ 社会を明るくする運動（街頭啓発活動など）
　⑾ 心配ごと相談、弁護士による無料法律相談、
　　 生活困窮者自立支援総合相談窓口の設置
３．受託事業
　⑴ 生活福祉資金貸付事業
　⑵ 地域福祉権利擁護事業
　⑶ 子育て支援センター事業
　⑷ 生活困窮者自立支援事業
４．共同募金配分事業
　⑴ 老人福祉活動（老人クラブ助成など）

　⑵ 障がい児・者福祉活動（福祉スポーツ大会など）
　⑶ 児童青少年福祉活動（子供会等への助成）
　⑷ 母子父子活動（母子寡婦福祉連合会運営費助成）
　⑸ 福祉育成援助活動（地域配分金交付）
　⑹ ボランティア育成活動
５．民生委員児童委員協議会活動推進
　⑴ 会務の運営及び会計管理他
６．シルバー人材センター事業
　⑴ シルバー人材センター運営（受給調整、会員派遣）

“お役に立ちます
　　シルバー人材センター”
≪4月1日から作業料金が変わりました≫

※作業内容により機械使用料等が必要です。
　詳しくはお問い合わせください。

内　容
剪 定
除草（機　械）
除草（手作業）
屋 内 掃 除
屋 外 掃 除
家 事 援 助
その他軽作業

基準額（１人１時間当）
950円
850円
750円
750円
750円
750円
750円

　

苓
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ま

か
ら
い
た
だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
を
財
源
に
、

４
月
９
日
の
小
学
校
入
学
式
の
日
に
、
町
内

の
新
入
学
児
童
60
人
へ
交
通
事
故
防
止
の
願

い
を
込
め
「
黄
色
い
傘
」
を
贈
呈
い
た
し
ま

し
た
。

　

坂
瀬
川
小　

14
人　

志
岐
小　
　

25
人

　

富
岡
小　
　

10
人　

都
呂
々
小　

11
人

小
学
校
新
入
学
児
童
へ

「
黄
色
い
傘
」
贈
呈

知恵袋
おじいちゃん

の

***輝正の
　『なるほど!ザ!豆と
　　　　つわの花』***

　『豆を作る時は、つわの花が咲き始めた
時に作れ』この言葉どおり豆類を作る一
番いい時期は、つわの花が咲き始めた頃
です。豆類は、梅雨に入ると病気が発生し、
すぐに腐れてしまいます。つわの花が咲
き始めた頃に種を蒔けば、豆の収穫が梅
雨前にすべて終わってしまいます。結果、
質がよく収量も増えます。

アゼを塗る輝正さん無事故、無違反更新中
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■
特
別
障
害
者
手
当

　

手
当
額
（
平
成
27
年
４
月
分
か
ら
）

　

月
額　

２
６
，６
２
０
円

※
手
当
は
２
・
５
・
８
・
11
月
に
支
給
。

■
障
害
児
福
祉
手
当

　

手
当
額
（
平
成
27
年
４
月
分
か
ら
）

　

月
額　

１
４
，４
８
０
円

※
手
当
は
２
・
５
・
８
・
11
月
に
支
給
。

■
特
別
児
童
扶
養
手
当

　

手
当
額
（
平
成
27
年
４
月
分
か
ら
）

　

１
級
…
１
人
に
つ
き

　

月
額　

５
１
，１
０
０
円

　

２
級
…
１
人
に
つ
き

　

月
額　

３
４
，０
３
０
円

※
手
当
は
４
・
８
・
11
月
に
支
給
。

　

い
ず
れ
の
手
当
も
所
得
に
よ
る
支
給
制
限

や
特
定
の
要
件
に
該
当
す
る
な
ど
、
支
給
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
住
田

　

☎
○内
１
０
８　

○町
39
―
０
０
０
２

　

県
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
親
と
一

緒
に
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
養
育
里
親
と
は
、
そ
の
子
ど
も
を
家

庭
に
迎
え
入
れ
、
親
が
養
育
で
き
る
よ
う
に

な
る
ま
で
の
間
、
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
育

て
て
く
だ
さ
る
人
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
の

委
託
期
間
中
は
、
一
定
の
手
当
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
興
味
関
心
が
あ
る
人
は
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
保
健
課　

担
当
／

坂
元　

☎
○内
１
０
８　

○町
39
―
０
０
０
２

　

平
成
26
年
度
末
を
も
っ
て
閉
校
と
な
り
ま

し
た
坂
瀬
川
中
学
校
の
運
動
場
、
体
育
館
お

よ
び
都
呂
々
中
学
校
の
体
育
館
を
社
会
体
育

施
設
と
し
て
開
放
し
て
い
ま
す
。

　

使
用
す
る
場
合
は
、
隣
接
し
て
い
る
坂
瀬

川
小
学
校
お
よ
び
都
呂
々
小
学
校
へ
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

坂
瀬
川
小
学
校　

☎
37
―
０
５
０
１

　

都
呂
々
小
学
校　

☎
36
―
０
０
２
５

　
富
岡
港
を
ス
タ
ー
ト
、
苓
北
町
温
泉
セ
ン

タ
ー
麟
泉
の
湯
を
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
と
し
た

「
九
州
オ
ル
レ 

天
草
・
苓
北
コ
ー
ス
」
が

本
年
２
月
28
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

左
記
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
多
数

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
「
朴
鎭
雄
総
領
事
と
歩
く
九
州
オ
ル
レ 

天
草
・
苓
北
コ
ー
ス
」
の
開
催

　

駐
福
岡
大
韓
民
国
総
領
事
が
九
州
オ
ル
レ

の
各
コ
ー
ス
を
訪
れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
行

う
オ
ル
レ
歩
き
お
よ
び
交
流
会
を
同
コ
ー
ス

で
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

５
月
７
日（
木
）

午
前
11
時　
　
　

受
付
開
始

午
前
11
時
45
分　

ス
タ
ー
ト

（
午
後
４
時
頃
終
了
予
定
）

■
集
合
場
所　

富
岡
港
駐
車
場

■
申
込　

４
月
30
日（
木
）ま
で
に
、
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
参
加
料
は
無
料
で

す
。
車
で
お
越
し
の
人
は
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ

地
点
か
ら
富
岡
港
ま
で
お
送
り
し
ま
す
。

■
そ
の
他　

天
草
・
苓
北
コ
ー
ス
で
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
を
楽
し
む
観
光
客
が
増
え
て
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
歓
迎
の
意
味

で
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
今

後
と
も
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課　

担
当
／
龍
岡

　

☎
○内
１
１
４　

○町
39
―
０
０
０
０

「
今
植
え
た　

小
さ
な
そ
の
芽
が　

大
き
な

未
来
」

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
14
日
の
期
間
は
「
み

ど
り
の
月
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

苓
北
町
み
ど
り
推
進
協
議
会
で
は
、
区
長

さ
ん
を
「
緑
の
協
力
員
」
に
お
願
い
し
、
５

月
31
日
ま
で
「
緑
の
募
金
」
運
動
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
、
皆
さ
ま
か
ら
３
６

０
，
７
１
８
円
の
募
金
を
い
た
だ
き
、
環
境

緑
化
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
度

も
こ
の
運
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

担
当
／
酒
井

　

☎
○内
１
１
８　

○町
39
―
０
０
０
０

 

現
在
、
週
３
便
運
航
さ
れ
て
い
る
熊
本
〜

台
湾
高
雄
を
結
ぶ
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
が
、

本
年
10
月
ま
で
運
航
延
長
さ
れ
ま
す
。

　

同
路
線
の
団
体
利
用（
６
名
以
上
）に
は
助

成
金
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興
協
議
会

事
務
局（
熊
本
県
交
通
政
策
課
内
）　

　

☎
０
９
６
―
３
３
３
―
２
１
６
５

ご
存
じ
で
す
か
？

各
種
障
が
い
者
・
児
手
当

福
祉
保
健
課

閉
校
し
た
中
学
校
の
運
動
場
・

体
育
館
の
使
用
に
つ
い
て

教
育
委
員
会

養
育
里
親
さ
ん
を
募
集福

祉
保
健
課

オ
ル
レ
「
天
草
・
苓
北
コ
ー
ス
」

情
報

商
工
観
光
課

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

苓
北
町
み
ど
り
推
進
協
議
会

熊
本
〜
台
湾
高
雄
間
定
期

チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
延
長
に
つ
い
て

企
画
政
策
課

苓北の春が見逃せない！ ゴールデンウイークイベント情報

■日時
　４月29日（水）～５月６日（水）までの８日間
　午前８時３０分～午後５時
■会場
〈苓北町〉
　内田皿山焼、工房風、夢幻窯、天竺窯、雲舟窯
〈天草町〉
　高浜焼寿芳窯、天草創磁久窯、天草白磁陶房泰、
　天草唐津十朗窯
■催し内容
　新作展示販売・手びねり体験・絵付け体験・工場見
学・農産物等地元特産品販売など。
※期間中は通常価格よ割引販売します。
　また、希望窯元の賞品が当たるスタンプラリーを実
施します。
■問い合わせ先
　商工観光課　☎○内１１５　○町３９－００００
　苓北町観光案内所　☎３７－１１３６（土日・祝日）

天草西海岸　春の窯元めぐり天草西海岸　春の窯元めぐり
■期日
　４月26日（日）～５月３日（日）
■会場
　苓北町都呂々天竺山頂および駐車場周辺
　※会場までは看板およびのぼり旗を設置して誘導し
ます。

　※駐車場から山頂まで約１㎞は徒歩となります。
　　（運動靴などでお越しください。）
■催し内容
　地元特産品・飲食物の販売など
　山頂には約４，５００本の色あざやかなツツジが見頃を
迎えています。
■問い合わせ先
　商工観光課
　☎○内１１５
　　○町３９－００００
　みどりの会
　☎３６－０４７５

天竺ツツジ祭り天竺ツツジ祭り

国税だより 税務住民課

■財産を相続したとき（税制改正）
　亡くなられた人（被相続人）の財産を相続や遺贈
（遺言によって財産を譲ること）によって取得した
場合、各相続人などが相続や遺贈によって取得し
た財産の額と、過去に被相続人から相続時精算課
税の適用を受けて贈与により取得した財産の価額
の合計額から債務や葬式費用の金額を控除し、相
続開始前３年以内の暦年課税に係る贈与財産の価
額を加算した「正味の遺産額」の合計額が基礎控
除額を超える場合、その財産を取得した人は、相
続税の申告をする必要があります。
■基礎控除額に引き下げ（平成２７年１月１日以降）
３，０００万円＋（６００万円×法定相続人の数）
改正前：５，０００万円＋（１，０００万円×法定相続人の数）
　なお、申告および納期限は、被相続人の死亡し
たことを知った日（通常は被相続人が死亡した日）
の翌日から10カ月以内です。詳しくは国税庁ホー
ムページをご覧いただくか、天草税務署までお気
軽にお尋ねください。
■問い合わせ先
　天草税務署　☎２２－２５１０

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号

海藻加工・選別

診療放射線技師

土木技術者

果樹園作業員

コンクリート試験室技士

ミキサー車運転手

成型作業員

介護職

介護職員

1157251

1188151

1225951

1139151

1127751

1128851

1119751

1055751

1009051

苓北町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

不問

不問

不問

不問

30歳以下

不問

不問

不問

不問

120,750～138,000

203,800～310,800

185,500～211,000

140,000～150,000

167,900～195,500

167,900～195,500

119,152～140,800

123,200～178,400

140,000～250,000

2

1

2

1

1

1

1

1

1

求  人  情  報求  人  情  報

【常用一般分抜粋】
４月３日現在

ぱ
く
じ
ん
う
ん



「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
《新生活運動の推進》

「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

3月
受付分

　　

2627

「学生納付特例制度」を
ご存じですか

　20歳以上であれば、学生でも国民年金に加
入する義務があります。しかし、ほとんどの学
生には所得がないので、国民年金に加入しても
保険料を納めることが困難です。そこで、学生
本人の所得が一定限度より低い場合、社会人に
なってから保険料を納めることができるのがこ
の制度です。
●在学期間中の保険料が後払いできます
　申請して認められると４月から翌年３月まで
の在学期間中、保険料が後払いできます。この
間は「特例期間」となり、年金を受けるための
期間として取り扱われますが、年金額の計算に
は入りません。もし特例期間中に障害や不慮の
事故が生じたときには、障害基礎年金や遺族年
金が支給されます。
●10年以内なら保険料の追納ができます
　卒業後、経済的に余裕ができた時に保険料を
納められるよう、10年以内であれば特例期間
分の保険料を追納できる制度があります。
●制度を利用するには役場窓口に申請を
　この制度を利用するには、申請して承認を受
ける必要があります。年金手帳、印鑑、学生で
あることを証明できるもの（学生証もしくは在
学証明書）をご持参のうえ、役場窓口に申請し
てください。
　原則として年度ごとに申請手続きが必要です
が、既に承認を受けている人で、最初の申請の
際に卒業予定年月日（在学予定期間）が確認で
きている場合には、日本年金機構から本人宛
に、ハガキ形式の申請書（ターンアラウンドハ
ガキ）が毎年送付されます。これに必要事項を
記入して返送するだけで申請ができます。
　なお、このハガキが届かなかった方や、在学
する学校を変更した人などは、通常どおり窓口
での申請が必要です。

■問い合わせ先　　税務住民課　担当／田中
　　　　　　　　　 ☎○内106　○町39－0002
　本渡年金事務所　☎24－2112

■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
■電話番号　♯8000番（ただし、ダイヤル回線、ＩＰ電

話、光電話からは☎０９６－３６４－９９９９）

子どもの急な病気の相談に応じます
天草保健所

●交通事故発生状況
　苓北町では３月末日現在、２件の交通事故（負傷
者２人）が発生。天草署管内では38件（負傷者41
人、死者１人）が発生しています。

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

金　額
（平成2７年３月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
３月計

件数
 ０件
 ０件
 ０件
 ０件
 ２件
 ０件
 ２件
 ０件
 ４件

0円
0円
0円
0円

８，２００円
0円

１０，０００円
0円

1８，２００円

■問い合わせ先　総務課　☎○内２０７　○町35－1111

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者
和　田　浦西　羚斗（れいと）
和　田　宮本　志歩（しほ）
中　通　吉村　歌音（かのん）
明神山　山中　花奈（はな）
内　田　池邊　凌将（りょうすけ）
出来町　江崎　莉帆（りほ）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名
　鶴　　小林　和也　　天草市　濱本　継美
春の迫　田口　裕介　　天草市　岡部真理子
天草市　木口　裕介　　五丁目　大仁田留美
五丁目　福島　義男　　天草市　古川加奈美

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢
西川内　　川上ユキエ　　95歳
　釜　　　山口　幸子　　91歳
中　通　　安井　數　　　96歳
下　向　　阪井　正春　　97歳
　浜　　　平田　ニワ　　93歳
涼　松　　梅本チクヱ　　86歳

 ●社協寄付（３月受付分）
平野　満彦さん　立場　幸髙さん
田尻　英司さん　溝上　俊二さん
青瀬　　浩さん　安井キクエさん
川上　金次さん　坂西　金藏さん
阪井　清明さん　平田　昭一さん
山口　一康さん　苓洋高校３年普通科さま
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ27.3.16～Ｈ27.4.13）
篠原　陽生さん（千葉県）角岡　重豊さん（千葉県）
東京天草郷友会さま（神奈川県）
●ふるさと寄付金（３月受付分）
　１件　９９７，０００円

休日当番医５月
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎37-0001
☎37-1111
☎37-1111
☎37-1111
☎35-1119
☎35-1133
☎35-1133

慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
慈恵病院
慈恵病院
苓北クリニック
医師会病院
医師会病院

（内科）
（内・整・ﾘﾊ・耳・小）
（内・整・ﾘﾊ・泌・小）

（小・内）
（内・整・ﾘﾊ・泌）

（内科）
（内科）
（内・呼）
（内科）
（内科）

（敬称略）

勇　二・一　美
健志朗・珠　美
俊　彦・雅　美
景　介・慶　子
誠　矢・尚　己
　司　・里　沙

※休日当番医は４月14日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

（敬称略）

５月３日
４日
５日

６日
１０日
１７日

２４日
３1日

（日・祝）
（月・祝）
（火・祝）

（水・振休）
（日）
（日）

（日）
（日）

温泉プール

麟泉の湯
7日（木）・21日（木）

7日（木）13･20･27日（水）

休館日のお知らせ休館日のお知らせ ５月

※本渡地区清掃センターは、30日は不燃物・資源物の持込み
ができません。また期間中の週末・祝日は休業となります。

ゴールデンウイーク中のごみ収集計画

■問い合わせ先　　水道環境課　☎○内140　○町39－0001

27日（月）

28日（火）

29日（水）昭和の日

30日（木）

１日（金）

２日（土）

３日（日）憲法記念日

４日（月）みどりの日

５日（火）こどもの日

６日（水）振替休日

７日（木）

８日（金）

生ごみ・可燃

生ごみ・可燃

　　　　収集しません 

生ごみ・可燃

生ごみ・可燃

　　　　収集しません

　　　　収集しません

　　　　収集しません

　　　　収集しません

不燃・資源

生ごみ・可燃

生ごみ・可燃

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄

 

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄

坂瀬川

坂瀬川・志岐

富岡・都呂 ・々年柄

収集日程 ごみの種類 収集場所

４
月

５
月

　狂犬病予防法により、犬の登録（生涯１回）および狂
犬病予防注射（年に１回）を受けることが義務づけられ
ていますので、犬を飼養してる人は必ず受けましょ
う。
　また、犬の死亡等で飼養しなくなった場合は、登録
を抹消しますので役場水道環境課または各出張所に届
出を提出ください。
※狂犬病予防接種（集団接種）は、１回しか行いません
ので必ず受けましょう。
■予防注射日時と場所

     

■料金
　登録料　３，０００円
　注射料　３，１００円（済票交付料含）
■問い合わせ先
　水道環境課　担当／松村　☎○内140　○町39－0001

水道環境課

犬の登録・狂犬病予防注射を行います

10:00～11:00
13:30～14:30
15:00～15:30
10:00～11:00
13:30～14:30
15:00～15:30

坂瀬川集会所前
保健センター前
内田三区集会所前
富岡公民館前
都呂々公民館前
都呂々木場集会所前

５月12日
（火）

５月13日
（水）

日　程 受付時間 実施場所
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